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　旧臘Royal Shakespeare Companyの「夏の夜の夢（A Midsummer Night's Dream）」を見た．
Midsummer DayとはSt. John（洗者ヨハネ）の誕生日6月24日のこと．沙翁劇で“computer”
が出てくるのは「冬物語（The Winter's Tale）」で「羊11匹からとれる毛の目方は28ポンドだ，
そいつを金になおすと1ポンドちょっとだ，するってえと，羊1500匹の毛を刈るといくらに
なるかな？  こいつは計算器でもなきゃあ計算できないや .（IViii 小田島訳）」とある．
　Blagovest Hristov Sendovブルガリア駐日大使は2005年3月の全国大会でJohn Atanasoff

の話をされ，本誌にその講演を掲載した．ABCのメモリがドラムに配置したコンデンサと聞
き，奇遇に思う．パラメトロンの発明前に東大高橋研で研究していた電子機械式計算機もメ
モリはコンデンサで，ロータリースイッチにより電圧量子化回路が繰り返し“jogging”に訪
れる方式であった．
　特集「マルチコアにおけるソフトウェア」は前川仁孝，木村啓二がエディタ．以前から図
形処理には専用プロセッサを別に用意し，それに丸投げしたりした．それがさらに進展して
くるのは時の趨勢である．それに従い，ソフトの方も大変なことに．あとは「編集にあたっ
て」よろしくね．
　「ミッションクリティカルシステムのためのLinux」（真鍋義文）と聞き何かと思ったが，
Linuxは高信頼になったという話であった．Windowsが高信頼かは知らぬが，Linuxのよう
に学生が個人的に作り始めたものは確かに頼りなく見えそうだ．でも大企業の分業で作るよ
り，1人の方が見通しよく，頼れそうだとの見方もあってよし．
　Haskellプログラミングは和田英一の番で「暦法算法」．独特な島内式計算図表（万年七曜
表）はプログラミングシンポジウムの真夜中セッションで解説した．
　疋田敏朗は「オンラインでの音楽販売とファッションの関係」（アメリカ ITまわり）で，
iPodと iTunesが独り勝ちしている理由を述べており，なるほどと共感す．値下げ万能でなし．
　名著名論もあと6編．人間そっくりのロボットがあったが火事！という声に中から人が飛
び出したという話あり．さまでやらずに人かロボットを決めるのが星野力の紹介するTuring

テストである．レストランにはロボットそっくりのウエートレスもいるが．一方斎藤明は新
しいグラフ理論が20世紀末に現れたと書く．拙老には昔かじったグラフ理論で十分だ．
　本来11月号に予定の鳩山由紀夫の IT事情は9月の衆議院選挙でやむを得ず延期した．今
回は選挙と情報技術の話が中心である．とかく選挙というのは候補者にとり制限多く窮屈な
ものらしい．選挙運動もインターネットなら投票もインターネットという時代は来るか．
　医療のコラムは木戸尚治による「コンピュータは自動診断の夢をみるか?」で，人工知能
の分野で「コンピュータなになに」が「コンピュータ支援なになに」になった如く，医療でも
CADだと書く．存在医療とは不思議な用語だ．プログラムのデバッグを連想してしまう．
　今月の情報整理術は永田周一による「創造につながる情報整理」．このツールがあると書
きたい気持になるという．まことに結構なことである．たしかに文士は原稿用紙に凝るらし
い．編集子にはEmacsのエディタがあれば十分で，「お魚ちらちら状態」（木村泉 :ワープロ
作文技術，岩波新書306）の構成法が自分にも当てはまると思っている．
　情報処理国際連合 IFIPの年1回の「近況報告」は白鳥則郎他による．編集子もメンバの
IFIP WG 2.1は2007年9月会合を日本で開催することになっている．（jrh）
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